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1901 明治34年 0 山形県に生まれる。
山形で育ち、高等科卒業後尋常高等小学校の裁縫教員となる。
1922 大正11年 21 上京。共立女子職業学校（現共立女子大学）甲部受験科へ入学。
1925 大正14年 24 共立女子職業学校卒業、和裁教師として勤務。
1929 昭和4年 28 文部省の教員免許を取得。洋裁にも興味を持ち始める。
共立女子職業学校と文部省の委嘱で、裁縫研究のためパリに渡る。
結婚、原のぶ子となる。
1935 昭和10年 34 エコール・ゲール・ラビンヌに入学。昭和12年卒業。
1939 昭和14年 38 帰国。
1940 昭和15年 39 共立女子専門学校教授となる。体調を崩して入院。











1973 昭和48年 72 共立女子大学家政学部被服学科非常勤講師となる。
1978 昭和53年 77 共立女子大学退職。
1981 昭和56年 80 「女子宮廷服と構成技法・洋服篇」出版の監修。
原のぶ子作品展（共立女子大学家政学研究所主催）。
1955（S30）～1983（S58）頃までの作品44点の展示。
1990 平成2年 89 第65回サロン・デ・モード作品発表会。
1991 平成3年 90 サロン・デ・モード閉会。
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① 東京       ②モスクワ       ③パリ 
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①1974 年 秋冬              ②1975 年 春夏 
         
③1976 年 春夏          ④1976 年 春夏 




    




   
図 6 藍染生地の作品/1981 年秋冬 
 
図4　ニット ジュアルな表現

















































       
①1974 年 秋冬              ②1975 年 春夏 
         
③1976 年 春夏          ④1976 年 春夏 




    




   
図 6 藍染生地の作品/1981 年秋冬 
 
図5　藍染生地の作品/1981年春夏
       
①1974 年 秋冬              ②1975 年 春夏 
         
③1976 年 春夏          ④1976 年 春夏 
図 4 ニット素材を使ったカジュアルな表現 
 
    
図 5 藍染生地の作品/1981 年春夏 
 
 
   
図 6 藍染生地の作品/1981 年秋冬 
 
図6　紬調の柄の作品/1981年秋冬
     
① 1982 年春夏           ②1982 年秋冬          ③1985 年春夏 




         
1986 年 
          
1987 年 
図 8 手染めの生地を使った作品 
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図 8 手染めの生地を使った作品 
 
 
     
①1987 年              ②1988 年 
図 9 手染めの生地を使ったフォーマルなドレス 図9　手染めの生地を使った レス
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図 8 手染めの生地を使った作品 
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時代は、それまでにはみられなかった日本を代表するデザイナーによるそれぞれの世界観を表現す
る作品が発表され、ブランドとして市場に展開された。DCブランド（デザイナー＆キャラクター・
ブランド）と称されて人気を博した。さらに複数のデザイナーが発起人となり、1985年に東京ファッ
ションデザイナー協議会（CFD）が設立された。毎年２回（春夏・秋冬）のコレクション発表に
より、東京はパリ、ミラノ、ロンドン、ニューヨークと並び、世界のファッション発信都市として
飛躍をみせていったのである。
　これに対して原氏の作品発表の場は一貫してサロン・デ・モードであり、前述のデザイナーたち
と一線を画しているといえる。原氏の作品は市場での展開でないため、産業界に即した提案をする
必要はない。合わせて世界観を発信するデザイナーの作品とも異なった表現になったのだろう。こ
のような経緯から、デザイン表現においては、日本の伝統文化に着目し、今までの専門的な知見を
生かした独自の提案をする方向性となったと考えられる。
３－４．戦後期日本の服飾界の流れの中でとらえた原のぶ子
　原氏は日本にフランスのドレーピング技術を伝えた先駆者の一人で、戦後の洋裁文化の中で、洋
裁技術を教えた教育者、新しい洋服のあり方を考え続けた服飾研究家、流行の作品を発表するデザ
イナーであったとされている。しかし、原氏を含む当時のデザイナーといわれていた人々が、戦後
の洋裁文化の中で「デザイナー」として名を留めていないのはなぜか。この理由として、井上氏は
デザインした作品が商品として流通しなかったことが原因の一つだとしている15）。原氏も作品発表
は行っていたが、それを既製服化することをしてこなかったと思われる。服飾業界へ進出したとは
いえ、教員という立場での作品発表に留まり、当時は名前だけ宣伝されている状態だったと考えら
れる。
　「サロン・デ・モード」創立当初の1950年代は洋裁ブームの流れの中にあり、原氏はパリ留学経
験者としてフランス的なモードを表現しつつ、当時の流行の流れにのった作品を発表している。そ
のような時代において、1952年に当時のデザイナー６名が既製服の会社を設立した16）。これは、戦
後の洋裁文化において、教員や研究者的役割を演じていたデザイナーを商業的存在に変える試み
だった15）といわれているように服飾業界において大きな変革であった。なぜなら、それ以後の
1960年代には既製服が広く一般に普及し始め、ブランドブームなどへと服飾業界が変化していった
からである。そして1985年（昭和60年）の「東京コレクション」の誕生により現在の意味での「デ
ザイナー」が誕生していくのである。このような流れの中で原氏の作品をみていくと、人々のライ
フスタイルに変化が出てきた1970年代には、その変化を巧みにとらえて時代にあったウエアリング
やカジュアルな作品を発表していった。しかし1980年代以降は、既製服ブランドを持たないため、
売るための衣服ではなく、自分の表現したい独創的な作品へ舵をきり、着物地（小巾）を使った洋
服や日本古来の伝統工芸などと協力して作品制作を行うようになっていった。
　以上のことより原氏は、戦後の混沌とした生活の中では洋裁文化を牽引し、晩年は日本古来の織
物を今日の素材として再発見することを考える等、名声を得るためではなく、服飾文化の向上に真
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摯に取り組んだ服飾の専門家であったと考えられる。
４．結　語
　原のぶ子氏の寄贈資料をもとに原氏について調査分析を行った。膨大な資料より、実物作品とデ
ザイン画の保管整理を先行して行い、これらを調査することによって原氏の生涯とその作品傾向に
ついて分析を行った。その結果、原氏はパリ留学から帰国後、教育活動と洋裁文化の啓蒙活動、洋
裁学校経営、ファッションショー主催を中心に、教育者であり服飾研究者でありデザイナーとして、
戦後日本の服飾界に多大な功績を残した人物であることが分かった。しかし、ファッション・産業
界の変化の中で既製服ブランドを持つデザイナーにはならず、日本人のもつ和の文化を大切に、西
洋と東洋を独自の表現で融合させた作品を発表し続けた人物であったことが明らかになった。今後
は未整理の資料の分析を進め、立体裁断技術やパターンの特徴等の分析を行っていく予定である。
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脚注
１．人台に布を巻きつけて思いどおりの形に裁っていく服作りの手法。平面裁断に対して立体裁断と呼ばれる。
２．窓枠の格子が名前の由来。細い線で窓枠のように四角につくられた格子柄。
３．ダブル・ニードル（２列針）の編み機の一つである両面編み機で編まれた編み地の総称
　　成田典子（2012）,テキスタイル用語辞典,（株）テキスタイル・ツリー ,282
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